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次の問いに答えなさい。
□⑴　北へ 500 m進むことを+ 500mと表すと，南
へ 800 m進むことはどのように表されるか。

□⑵　次の数直線上の点 A～ Cに対応する数を答
えなさい。

□⑶　次の数の絶対値を答えなさい。
□①　+ 6

□②　- 2

□⑷　次の各組の数の大小を，不等号を用いて表し
なさい。
□①　+ 5，- 7

□②　- 8，- 6

次の問いに答えなさい。
□⑴　150円値下げすることを- 150円と表すと，

+ 70円はどんなことを表すか。

□⑵　絶対値が 3になる数をすべて答えなさい。

□⑶　次の各組の数の大小を，不等号を用いて表し
なさい。
□①　- 1，+ 4，- 7

□②　- 
2
3

 ，- 
4
3

 ，- 
8
3

□⑷　数直線上で- 
10
3

 に最も近い整数はいくつか。

1 1

1 正負の数の意味 学習日▶　　/

正負の数1
2
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2 正負の数の加減 学習日▶　　/

次の計算をしなさい。
□⑴　( + 9 ) + ( - 6 )

□⑵　( - 4 ) + ( - 8 )

□⑶　( - 7 ) - ( - 5 )

□⑷　3 - 7

□⑸　5 - 9 + 7

□⑹　- 7 + 4 - ( - 2 )

次の計算をしなさい。
□⑴　6 + ( - 13 ) - 8 - ( - 9 )

□⑵　( - 5.4 ) + ( + 2.6 )

□⑶　2 - 1.5 - 0.75

□⑷　c - 
6
5
m - c - 

9
7
m

□⑸　 1
7

 - 
7
6

 + c - 
7
9
m

□⑹　- 
3
4

 - c - 
6
5
m - 

12
7

1 1

3
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3 正負の数の乗除 学習日▶　　/

次の計算をしなさい。
□⑴　- 6 # 7

□⑵　( - 2 ) # ( - 4 ) # 6

□⑶　( - 3 )3

□⑷　32 ' ( - 4 )

□⑸　9 # 8 ' ( - 4 )

□⑹　- 15 ' ( - 32 ) # 6

次の計算をしなさい。
□⑴　- 1.3 # ( - 0.8 )

□⑵　
14
9

 ' c - 
7
6
m

□⑶　( - 25 ) ' ( - 4 )2

□⑷　15 # ( - 18 ) ' ( - 33 )

□⑸　
4
3

 ' ( - 9 ) ' c - 
6
5
m

□⑹　- 
10
9

 # c - 
3
2
m

3

 ' 
15
8

1 1

4
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4 正負の数の四則計算 学習日▶　　/

次の計算をしなさい。
□⑴　- 6 # ( - 3 ) - 10

□⑵　3 + 18 ' ( - 6 )

□⑶　6 # ( - 7 ) - 8 ' ( - 4 )

□⑷　4 # ( 12 - 17 )

□⑸　( 72 - 4 ) ' ( - 9 )

□⑹　c
10
3

 - 
5
4
m # 20

次の数を素因数分解しなさい。
□⑴　54

□⑵　150

次の計算をしなさい。
□⑴　4 + {( - 3 )2 - 72 } ' 8

□⑵　( 8 - 2 # 32 ) ' ( - 5 ) + 4

□⑶　
7
3

 # c - 
3
2

 + 
1
5
m

□⑷　
10
7

 ' c - 
15
4
m - 

12
5

 # c - 
2
3
m

□⑸　
4
3

 ' ( - 1.5 ) - c - 
2
1
m

3

# 3

360をできるだけ小さい自然数でわって，あ
る整数の 2乗にするには，どんな数でわればよい
か。

1

2

2

□

1

5
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5 正負の数のまとめ 学習日▶　　/

次の問いに答えなさい。
□⑴　- 3.4の絶対値はいくつか。

□⑵　- 5と- 4.5の大小を，不等号を用いて表し
なさい。

□⑶　132を素因数分解しなさい。

次の計算をしなさい。
□⑴　5 - 12 - ( - 4 )

□⑵　3 # ( - 1 ) # ( - 9 )

□⑶　- 2 # ( - 6 )2

□⑷　- 6 # 2 + 24 ' ( - 3 )

次の計算をしなさい。
□⑴　72 ' ( - 42 ) # ( - 6 )

□⑵　- 14 - 5 # ( 1 - 8 ' 2 )

□⑶　
12
5

 # ( - 6 ) - 8 ' c - 
5
4
m

2

次の表は，A～ Eの５人の生徒の身長を，
155 cmを基準として，それよりも高いものを正の
数，低いものを負の数で表したものである。５人
の生徒の身長の平均を求めなさい。

56にできるだけ小さい自然数をかけて，ある
自然数の 2乗にするには，どんな数をかければよ
いか。また，そのときどんな自然数の 2乗になる
か。

2

2

□

3

□

1 1

生徒 A B C D E

155 cmとの差
（cm） - 4 - 7 + 6 + 2 - 1

6
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次の数値は，あるクラスの生徒 12人のソフト
ボール投げの記録である。あとの問いに答えなさ
い。

37　　39　　38　　41　　31　　34

27　　33　　38　　29　　39　　42

（単位：m）

□⑴　度数分布表を完成させなさい。

□⑵　ヒストグラムをかきなさい。

□⑶　⑴の度数分布表で，階級の幅は何mか。

□⑷　度数が最も多いのはどの階級か。

次の表は，あるクラスの生徒 20人の通学にか
かる時間を調べてまとめたものである。あとの問
いに答えなさい。

□⑴　Aにあてはまる数を求めなさい。

□⑵　ヒストグラムと度数折れ線をかきなさい。

□⑶　通学時間が 20分以上の生徒は何人か求めな
さい。

□⑷　通学時間が短い方から数えて 10番目の生徒
はどの階級に属するか求めなさい。

1 1

1 度数分布 学習日▶　　/

階級（m） 度数（人）
以上　未満

25 ～ 30

30 ～ 35

35 ～ 40

40 ～ 45

計 12

4

6

2

0
25 35 4530 40

（人）

（m）

階級（分） 度数（人）
以上　未満

 5 ～ 10 2

10 ～ 15 A

15 ～ 20 5

20 ～ 25 7

25 ～ 30 3

計 20

2

4

6

8

0
5 3015 2510 20

（人）

（分）

資料の活用17
70
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2 代表値 学習日▶　　/

次の数値は，あるバスケットボール部員 9

人がフリースローを 10回ずつおこなったときの
ボールが入った回数の記録である。あとの問いに
答えなさい。

5　　　7　　　4　　　6　　　5

4　　　6　　　4　　　8

（単位：回）

□⑴　この 9人の結果を，下の表にまとめなさい。

□⑵　この 9人の記録の分布の範囲を求めなさい。

□⑶　この 9人の記録の平均値を，四捨五入して小
数第 1位まで求めなさい。

□⑷　次の値を求めなさい。
□①　中央値

□②　最頻値

次の表は，あるクラスの生徒 20人の垂直とび
の記録をまとめたものである。あとの問いに答え
なさい。

□⑴　ア～エにあてはまる数を求めなさい。

□⑵　この 20人の垂直とびの記録の平均値を求め
なさい。

次の⑴，⑵の場合，代表値としてア～ウのど
れを基準として判断するのが適切か。記号で答え
なさい。
ア　中央値　　　イ　平均値　　　ウ　最頻値

□⑴　クラス全員のそれぞれの家族の人数を調べた
結果から，このクラスには何人家族が最も多い
かを知りたい場合。

□⑵　クラス全員のテストの結果をもとに，自分の
得点が，このクラスの中ではまん中よりも上か
どうかを知りたい場合。

1 1

2

入った
回数（回） 4 5 6 7 8 計

人数（人） 9

階級（cm） 階級値 度数（人）階級値 # 度数
以上　未満
20 ～ 30 25 2 50

30 ～ 40 35 5 イ

40 ～ 50 ア 7 315

50 ～ 60 55 6 ウ

計 20 エ

71
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3 相対度数 学習日▶　　/

次の表は，あるクラスの生徒 20人のハンド
ボール投げの結果をまとめたものである。ア～ウ
にあてはまる数を求めなさい。

次の図は，生徒 25人の体重測定の結果をまと
めたものである。あとの問いに答えなさい。

□⑴　40 kg以上 45 kg未満の階級の相対度数を求
めなさい。

□⑵　体重が 50 kg以上の生徒は全体の何％にあた
るか求めなさい。

次の表は，A中学校と B中学校の生徒の通学
時間を調べてまとめたものである。あとの問いに
答えなさい。

□⑴　A中学校と B中学校のそれぞれで，度数が最
も多い階級の相対度数を求めなさい。

□⑵　次の①，②の値を，A中学校と B中学校のそ
れぞれで求めなさい。
□①　通学時間が 20分未満の生徒の人数

□②　通学時間が 20分未満の生徒の割合（％の単
位で表すこと）

□⑶　通学時間が 20分未満の生徒は，A，Bどちら
の中学校の方が多く占めているといえるか。

□

1

2

1

階級（m） 度数（人） 相対度数
以上　未満
15 ～ 20 3 0.15

20 ～ 25 4 ア

25 ～ 30 8 イ

30 ～ 35 5 ウ

計 20 1.00

階級（分） A中学校（人） B中学校（人）
以上　未満
10 ～ 15 7 10

15 ～ 20 17 18

20 ～ 25 28 32

25 ～ 30 16 24

30 ～ 35 12 16

計 80 100
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4 累積度数，累積相対度数 学習日▶　　/

次の表は，50人の生徒の垂直とびの記録を度
数分布表にまとめたものである。あとの問いに答
えなさい。

□⑴　累積度数の欄をうめて，表を完成させなさい。

□⑵　記録が 50 cm未満の生徒は何人いるか求めな
さい。

次の表は，50人の生徒の垂直とびの記録を度
数分布表にまとめたものである。あとの問いに答
えなさい。

□⑴　累積相対度数の欄をうめて，表を完成させな
さい。

□⑵　記録が 55 cm未満の生徒は，全体の何%か。

次の表は，200人の生徒の身長を測定した結
果を累積度数分布表にまとめたものである。あと
の問いに答えなさい。

□⑴　身長が 160 cm未満の生徒は何人いるか。

□⑵　身長が低い方から 100番目の生徒はどの階級
に属するか。

次の表は，40人の生徒の 100 m走の記録につ
いて，累積度数および累積相対度数を調べた結果
をまとめたものである。あとの問いに答えなさい。

□⑴　記録が 15秒未満の生徒は，全体の何%か。

□⑵　記録が 14.3秒であった生徒は，40人全体では
速い方であるといえるか。

1

階級（cm）度数（人）累積度数（人）

以上　未満
35 ～ 40 2

40 ～ 45 8

45 ～ 50 11

50 ～ 55 15

55 ～ 60 10

60 ～ 65 4

計 50

2

1

2

階級（秒） 累積度数（人）累積相対度数

以上　未満
13.0 ～ 13.5 2 0.050

13.5 ～ 14.0 10 0.250

14.0 ～ 14.5 18 0.450

14.5 ～ 15.0 26 0.650

15.0 ～ 15.5 31 0.775

15.5 ～ 16.0 36 0.900

16.0 ～ 16.5 40 1.000

階級（cm） 度数（人）相対度数 累積相対度数

以上　未満
35 ～ 40 2 0.04

40 ～ 45 8 0.16

45 ～ 50 11 0.22

50 ～ 55 15 0.30

55 ～ 60 10 0.20

60 ～ 65 4 0.08

計 50 1.00

階級（cm） 累積度数（人）

以上　未満
140 ～ 145 14

145 ～ 150 36

150 ～ 155 77

155 ～ 160 119

160 ～ 165 160

165 ～ 170 182

170 ～ 175 200
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5 確率の意味 学習日▶　　/

ペットボトルのキャップをくり返し投げ，表
向きになった回数を 100回ごとに記録したところ，
表のようになった。あとの問いに答えなさい。

□⑴　表のア～ウにあてはまる数を求めなさい。た
だし，小数第 3位を四捨五入して答えなさい。

□⑵　キャップを投げる回数を多くすると，表向き
になる相対度数はどんな値

あたい

に近づくと考えられ
るか。小数第 2位までの数で答えなさい。

□⑶　このキャップを投げたとき，表向きになる確
率はどの程度と考えられるか。小数第 2位まで
の数で答えなさい。

11月 3日は「晴れの特異日」といって，天気
が晴れであることが多い日とされている。ある都
市の過去 50年間で，この日の天気が晴れであっ
た日数を調べたところ，36日あった。この都市で
11月 3日の天気が晴れである確率はどの程度と考
えられるか。

画びょうをくり返し投げ，上向きになった回
数を調べたところ，表のようになった。あとの問
いに答えなさい。

□⑴　ア，イにあてはまる数を求めなさい。

□⑵　次にこの画びょうを投げるとき，上向きにな
る確率はどのくらいといえるか。

三角柱の形をしたブロックをくり返し投げて，
底面が上を向く回数を調べたところ，300回と 500

回では表のようになった。次に，このブロックを
投げたとき，底面が上を向く確率はどのくらいと
いえるか。

1

2

□

1

投げた回数（回） 100 200 300

上向きになった回数（回）  59 118 171

上向きになる相対度数 0.59 ア イ

2

□

投げた回数（回） 100 200 300 400 500

表向きになった
回数（回）  45  84 132 167 210

表向きになる
相対度数 0.45 0.42 ア イ ウ

投げた回数（回） 300 500

底面が上を向いた回数（回） 120 210
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6 資料の活用のまとめ 学習日▶　　/

次の問いに答えなさい。
□⑴　表は，生徒 25人の立ち幅とびの記録をまとめ
たものである。

□①　階級の幅は何 cmか求めなさい。

□②　記録が 160 cm以上の生徒は何人いるか。

□③　表のア，イ，ウにあてはまる数を求めなさ
い。

□⑵　次の表は，あるクラスの生徒 15人が今月図書
館で借りた本の冊数を調べてまとめたものであ
る。最頻値を求めなさい。

次の図は，あるクラスの男子 20人の，昨日の
家庭学習の時間を調べ，まとめたものである。あ
との問いに答えなさい。

□⑴　度数が最も多い階級の相対度数を求めなさい。

□⑵　この 20人の，家庭学習の時間の平均値を求め
なさい。

表は，50人の生徒のハンドボール投げの記録
について，累積度数と累積相対度数を調べた結果
をまとめたものである。あとの問いに答えなさい。

□⑴　記録が 30 m未満の生徒は全体の何%か。

□⑵　記録が 24.5 mであった生徒は，50人全体で
は，記録のよい方であるといえるか。

□⑶　生徒の中から 1人を選んだとき，その生徒の
記録が 30ｍ未満となる確率を求めなさい。

2

1 1

階級（cm）度数（人）累積度数（人）相対度数 累積相対度数
以上　未満
130 ～ 140 3

140 ～ 150 7 イ
150 ～ 160 8 ウ
160 ～ 170 5 ア
170 ～ 180 2

計 25

冊数（冊） 1 2 3 4 計

人数（人） 1 7 5 2 15

6

8

4

2

0 10 50 9030 70

（人）

（分）

階級（m） 累積度数（人） 累積相対度数

以上　未満
10 ～ 15 4 0.08

15 ～ 20 12 0.24

20 ～ 25 24 0.48

25 ～ 30 36 0.72

30 ～ 35 45 0.90

35 ～ 40 50 1.00
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